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研究題目 ：炎症性腸疾患薬剤選択 biomarker set の開発 

 

研究概要 

炎症性腸疾患(IBD)の国内患者数は 2023 年時点で潰瘍性大腸炎 31.7 万人、クローン病 9.5 万人と言われ、

青年層に好発し、増加の一途を辿っている。その治療は近年、新たな分子標的薬が相次いで保険適用となって

おり、予後も明確に改善してきている。学会による専門医制度も発足し、IBD 診療に関与する医師は増加して

いるが、経験が浅い医師にとって既存治療が効果不十分だった場合の薬剤選択に困惑する状況があり、客観的

な薬剤選択の指標となる biomarker の開発が希求されている。Omics 研究をはじめ、様々な方向から世界中で

検討が行われているが、癌などと異なり、多様性に富む免疫疾患である IBD では、臨床現場で様々な作用機序

の薬剤に応用可能な biomarker は見出されていない。本研究は、IBD の病態や難治化に関与していると言われ

る MEFV 遺伝子多型等を含めた biomarker set を検討する。薬剤選択や有効性予測に関する個別の biomarker

の報告は散見されるが、今後、アジアは世界一の IBD 患者数の地域になるため、遺伝子学的背景が欧米と異な

る本邦の IBD 患者で検討する意義がある。 

成果要約 

 まず難治性 IBD の要因として近年注目されている MEFV 遺伝子関連腸炎（Nakase H, Watanabe K, et al. 

EBioMedicine. 2024 Dec;110:105454）について、当院の症例を内科治療抵抗例および難治要因となる腸管外

合併症の観点から検討し、全国学会のワークショップ演題として発表した。現在、英文論文作成中である。一

方、IBD のうちクローン病の入院や手術の主要因となる小腸狭窄病変のマネージメントについて、当科の診療

データを検討し、学会支部例会のシンポジウム演題として発表した。同様に、英文論文作成中である。更に、

国内の IBD 治療の情勢における biomarker の意義や biomarker の一つである leucine-rich alpha-2 

glycoprotein (LRG)についての検討を論文発表した。 

 一方、富山における IBD 診療の将来発展の観点から、biomarker set のうち、LRG、fecal calprotectin、

Oncostatin M, infliximab を含む抗 TNFα抗体製剤血中濃度については、本学医学生を交えた研究課題として検討して

おり、成果を 2026 年および 2027 年の日本炎症性腸疾患学会で医学生が学会発表することとした。 
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